
日本独文学会の研究発表会における一般公開（入場無料）の催し 

 

１．ストローブ／ユイレの映画『階級関係』－鑑賞と討論会 

 

    2008 年 10 月 12 日（日）14 時 30 分－17 時 30 分 

    岡山大学文学部・法学部・経済学部講義棟 26 番講義室 

 

２．国際シンポジウム「日独文化交流史上の在日ドイツ兵捕虜とその収容所」 

 

  第 1 部：中国四国内の収容所を中心に（日本独文学会主催） 

    2008 年 10 月 13 日（月）10 時 00 分－13 時 00 分 

    岡山大学文学部・法学部・経済学部講義棟 26 番講義室 

  第 2 部：中国四国外の収容所を中心に（岡山大学社会文化科学研究科主催） 

    2008 年 10 月 13 日（月）14 時 00 分－18 時 00 分 

    岡山大学文学部・法学部・経済学部講義棟 26 番講義室 

 

 



日本独文学会秋季研究発表会 理事会企画 

ストローブ＝ユイレの映画  鑑賞と討論会 

『階級関係』（公開題名『アメリカ』） 
Klassenverhältnisse 

カフカ未完の小説『失踪者』を大胆かつ忠実に映画化 

著者の想像が生みだした迷宮世界「アメリカ」への誘い 

 

 

時間 10 月 12 日（日）午後１４時３０分より 

場所 岡山大学津島キャンパス （岡山市津島中３－１－１） 

文学部・法学部・経済学部講義棟 二階第２６番講義室にて 

 
(c)STRAUB-HUILLET 

1983 年製作  白黒映画  127 分  35mm（オリジナル）  ＤＶＤ上映（DVD 発売：紀伊國屋書店）  

監督・脚本： ジャン＝マリー・ストローブ、ダニエル・ユイレ  撮影： ウィリアム・ルプシャンスキ 

出演： クリスティアン・ハイニッシュ（カール・ロスマン）、マリオ・アードルフ（叔父）、他 

 

※日本語字幕つきの上映です 

※上映前に作品解説、上映後に会場の質問などを受ける討論を行います 

※連絡先(代表)：岡山大学 高橋研究室 Tel.：086-251-7439 E-mail：german◎cc.okayama-u.ac.jp 

※上映会・企画についてのお問い合わせ E-mail：sh_child◎yahoo.co.jp (企画委員 須藤) 



 

一般公開国際シンポジウム   

・日独文化交流史上の・ 

・在日ドイツ兵捕虜とその収容所・ 

      

日時：２００８年１０月１３日（月・祝日）       

    第１部：１０時００分－１３時００分 

    第２部：１４時００分－１８時００分 久留米収容所 

場所：岡山大学文学部講義棟２６番講義室（岡山市津島中３-１-１） 

 

第１部：中国四国内の収容所を中心に（日本独文学会主催） 

基調講演者：ディルク・ファン・デア・ラーン           

パネリスト：瀬戸武彦、森 孝明、高橋輝和、川上三郎、  

ディルク・ギュンター、井戸慶治 

司会者：安藤秀國 

  

第２部：中国四国外の収容所を中心に（岡山大学社会文化科学研究科主催） 

基調講演者：田村一郎 

パネリスト：星 昌幸、内野健一、校條善夫、堀田暁生、大津留厚、 

  ヴォルフガング・ミヒェル、 

堤 諭吉、安松みゆき、 

小谷厚三、上村直己 

司会者：田中 優            
 
問合せ先：岡山大学社会文化科学研究科   

高橋研究室･電話 086-251-7439                  似島収容所 

     german◎cc.okayama-u.ac.jp  



 

一般公開国際シンポジウム 
 
題目：日独文化交流史上の在日ドイツ兵捕虜とその収容所 
日時：2008 年 10 月 13 日（月・祝日） 
   第 1 部：10 時 00 分－13 時 00 分 
   第 2 部：14 時 00 分－18 時 00 分（途中 15 分間休憩） 
場所：岡山大学文学部講義棟 26 番講義室（岡山市津島中 3-1-1） 
 
第 1 部：中国四国内の収容所を中心に（日本独文学会主催） 
基調講演者：ディルク・ファン・デア・ラーン（元ドイツ東洋文化研究協会理事）： 
                 在日ドイツ兵捕虜と日独文化交流  
パネリスト：瀬戸武彦（高知大学教授）：似島収容所 

森 孝明（愛媛大学教授）：松山収容所 
高橋輝和（岡山大学教授）：丸亀収容所 

      川上三郎（徳島大学教授）：徳島・板東収容所 
      ディルク・ギュンター（徳島大学非常勤講師）： 

徳島・板東収容所における日本文化の紹介 
      井戸慶治（徳島大学准教授）：ドイツ兵捕虜と「武士道」 
司会者：  安藤秀國（愛媛大学教授） 
  
第 2 部：中国四国外の収容所を中心に（岡山大学社会文化科学研究科主催） 
基調講演者：田村一郎（前鳴門市ドイツ館館長）： 

日本におけるドイツ兵捕虜収容所の概要 
パネリスト：星 昌幸（習志野市教育委員会職員）：東京・習志野収容所 

内野健一（ドイツ兵捕虜研究者）：静岡収容所  
      校條善夫（名古屋日独協会理事）：名古屋収容所 
      堀田暁生（大阪市史編纂所所長）：大阪収容所 
      大津留厚（神戸大学教授）：姫路・青野原収容所 

ヴォルフガング・ミヒェル（九州大学教授）：福岡収容所 
      堤 諭吉（久留米市嘱託職員）：熊本・久留米収容所 
      安松みゆき（別府大学教授）：大分収容所 
      小谷厚三（日本近代文学研究者）：フリッツ・ルンプ  
      上村直己（熊本大学名誉教授）：アレクサンダー・シュパン 
司会者：  田中 優（岡山大学教授） 
 
 



 

 シンポジウムの趣旨  
 

2005 年と 2006 年には「日本におけるドイツ年」として日本各地で多彩な企画が実

施されました。その中で特に一般人のみならず、専門家の注目を浴びたのは、2005 年

にドイツ東洋文化研究協会（OAG）が東京のドイツ文化会館で開催した企画展「日本

におけるドイツ人捕虜 1914 年－1920 年」と 2006 年に各地の映画館で上映された東映

系の「バルトの楽園（がくえん）」でした。これらの催し物によって、第 1 次世界大戦

時の日本の各地（東京、習志野、静岡、名古屋、大阪、姫路、青野原、似島、松山、丸

亀、徳島、板東、福岡、久留米、熊本、大分）に約 4,400 名ものドイツ兵（これに 300
名ほどのオーストリア・ハンガリー兵が加わる）が捕虜として収容されていたという歴

史的な事実そのものが広く再認識されることになったのは幸いでしたが、在日ドイツ兵

捕虜とその収容所の世界史的な意味、とりわけ日独文化交流史上の重要性は、一般人は

もとより専門家にも未だに十分理解されているとは言い難い状況です。 
 本シンポジウムの発表者達がこれまで個別に行って来た研究の成果を総合すると、ド

イツ兵捕虜の先進的な技術を利用したいと考えた日本側の期待によく応えて、彼らが行

った所外労働や技術指導と製作品展覧会が当時はまだ発展途上国であった日本の農業、

牧畜業、手工業、機械工業やスポーツ、音楽の振興に大いに貢献し、さらには終戦・解

放後も多くの元捕虜が日本に残って産業界や教育界において活躍した結果として、ドイ

ツの文化と技術に対する一般日本人の肯定的な観念がこの時代に一挙に固まり、日本全

国に広まって行ったと考えられます。 
 その際にドイツ兵捕虜の動向を頻繁に報道した、当時の最も身近なマスメディアとし

ての新聞が果たした役割にも大きなものがあったに違いありません。 
他方、多くのドイツ兵捕虜あるいは元捕虜によって日本の文化や歴史の理解と紹介も

熱心になされて、その後の今日まで続くドイツ人の日本観の形成に大いに寄与したと思

われます。 
 本シンポジウムでは各収容所の研究者が一堂に会して、各収容所やドイツ兵捕虜個人

の日独文化交流に関わる活動とその日独双方での反響や評価を総合的に検証します。シ

ンポジウムは 2 部から構成されていて、第 1 部は日本独文学会主催で「中国四国内の収

容所を中心に」報告・討論され、第 2 部は岡山大学大学院社会文化科学研究科主催で「中

国四国外の収容所を中心に」報告・討論されます。 
2 部とも日本語を使用して一般公開しますので、多数の方々のご来聴をお待ちしてお

ります。 
 
 
 

問合せ先：岡山大学･高橋研究室･電話 086-251-7439･メール german◎cc.okayama-u.ac.jp 


